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「構成的グループ・エンカウンターとは何か」    

ベン・ジャミン 

１・構成的グループ・エンカウンターとは 

構成的グループ・エンカウンターはStructured Group Encounter の頭文字をとってＳＧＥともいわれる。

エクササイズ（課題）を行うことでリレーションをつくり、自己理解・他者理解・人生発見の促進をねらいと

する方法。國分康孝東京成徳大学教授いわく「高級井戸端会議」 
 

ジョハリの窓による説明 

 自分が知っている自分 自分が知らない自分 

他者が知っている自分 Ａ 自他にオープンな領域 Ｂ 他から指摘されるまで自分では
気がつかない自己盲点の領域 

他者が知らない自分 Ｃ 他の人に隠している 
自分だけの秘密の領域 

Ｄ 自分にも他の人にもわからない 
無意識の領域 

 
Ａが小さな状態 
 

構成的グループ・エンカウンターの実施 

 

ねらいとする主なもの 

☆自己理解     ☆他者理解 
                        ☆自己受容     ☆自己主張 
                        ☆信頼体験     ☆感受性促進 
                      
 

  

Ａが大きな状態 
 
 

 ☆ＢをＡに変えるために・・・・・フィードバックすることで相手に気付いてもらう。 
 ☆ＣをＡに変えるために・・・・・自己開示して自分のことを相手に知ってもらう。 
 ☆Ｄを小さくするために・・・・・新しいことにチャレンジして新たな自分に気付く。 
 
２・構成的とは・・・枠を設ける 

１ グループのルール 守秘義務・ペンネームの使用 

２ グループサイズ 人数の指定（二人一組で・四人一組でなど） 

３ グループの構成員 あまり知らない人同士で。異性を含むグループで。 

４ 時間制限 一人一分以内で。グループで 5 分以内で～してください。 

５ エクササイズをする時の条件 無言で～してください。仲間はずれを出さないように。 
 
３・構成することのメリット 

 ☆枠があるので自己開示しやすい・・・・やることが決まっているので活動しやすい。 

 ☆心理的なダメージを受けにくい・・・・ゲーム風のエクササイズなので抵抗が少ない。 

 ☆現実原則の体験学習ができる・・・・・人の時間を奪ってはならない。あまり好ましくない人とも一緒に

活動しなくてはならないこともある。 

 

Ａ Ｂ 

 Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 



４・ＳＧＥの進め方 
    
 

 

 

 

☆効果的に行うために気をつけていること 

   ・自分が体験してみて、楽しくなかったものは行わない。 

・対象に合わせてアレンジすること。 

・成果を急いで求めない。 

    

５・その他として 

☆ゲームとエクササイズはちがうの？ 

                         

                      ゲームとエクササイズはまったく異なるものではなく、エクササ

イズの中にゲームが含まれる。 

      エクササイズとは                   

「ゲームをこえるもの」 

                   「楽しいだけでなく、かつためになるもの」 
                          

「エンカウンターとは何か」教師が学校で生かすために 

                             國分康孝 共著   図書文化 より 

 

 

  

☆構成しないエンカウンターもあるの？ 

    

 

   

 

 

 

 

※どちらも実存主義が基調という点と、メンバー相互の自己開示が内容になっているという点は同

じである。 
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ベーシックエンカウンター  （ロジャーズ） 
「どうぞ自由に始めてください」のフリートーキング式 

構成的グループ・エンカウンター （パールズ） 
「今から○分間、○○をしてください」の課題遂行式 


